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■ 美しい森林づくり
 地域の一員としての森林づくり・・・・ ［岩手南部森林管理署遠野支署］

■ 我が署の名所
 玄武洞（玄武の大岩屋）及び鳥越の滝 ・・・・・・・［盛岡森林管理署］
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東北森林管理局

早池峰山周辺森林生態系保護地域における防鹿柵の設置について ［ 計画課 ］
特集

白神山地世界自然遺産登録 25 周年記念事業　「ミス日本みどりの女神」竹川智世さんが一日森林管理局長として活躍
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Special  Feature
Art ic le美しい森林づくり

早
池
峰
山
周
辺
森
林
生
態
系
保
護
地
域

に
お
け
る
防
鹿
柵
の
設
置
に
つ
い
て

計
画
課

　

林
野
庁
で
は
、
国
有
林
野
に
お
け
る
原
生
的
な
天
然
林
や
地
域

固
有
の
生
物
群
集
を
有
す
る
森
林
及
び
希
少
な
野
生
生
物
の
生

育
・
生
息
に
必
要
な
森
林
を
保
護
・
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森

林
生
態
系
か
ら
な
る
自
然
環
境
の
維
持
、
野
生
生
物
の
保
護
、
遺

伝
資
源
の
保
護
、学
術
の
研
究
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」・「
生
物
群
集
保
護
林
」・「
希
少
個
体

群
保
護
林
」
の
３
種
類
の
保
護
林
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

東
北
森
林
管
理
局
管
内
の
保
護
林
は
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
で

も
あ
る
白
神
山
地
（
青
森
県
・
秋
田
県
）
な
ど
の
「
森
林
生
態
系

保
護
地
域
」
が
８
箇
所
、蔵
王
（
宮
城
県
・
山
形
県
）・
和
賀
岳
（
岩

手
県
・
秋
田
県
）
な
ど
の
「
生
物
群
集
保
護
林
」
が
16
箇
所
、
眺

望
山
ヒ
バ
（
青
森
県
）・
男
助
山
鴬
宿
ス
ギ
（
岩
手
県
）・
斗
蔵
山

ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
遺
伝
資
源（
宮
城
県
）・
遊
仙
峡
ク
リ
遺
伝
資
源（
山

形
県
）
な
ど
の
「
希
少
個
体
群
保
護
林
」
が
71
箇
所
の
、
合
計
95

箇
所
あ
り
ま
す
。

　

岩
手
県
中
部
に

位
置
す
る
早
池

峰
山
（
標
高
１
，

９
１
７
ｍ
）
を
中

心
と
し
た
面
積
約

８
，
１
０
０
ha
に

及
ぶ
早
池
峰
山
周

辺
森
林
生
態
系
保

護
地
域
（
以
下

「
保
護
地
域
」
と

い
う
。）
も
、
こ

れ
ら
の
保
護
林
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

早
池
峰
山
は
、
ハ
ヤ
チ
ネ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
や
ナ
ン
ブ
ト
ウ
ウ
チ

ソ
ウ
、
ナ
ン
ブ
ト
ラ
ノ
オ
な
ど
の
固
有
種
を
は
じ
め
と
し
た
希
少

に
よ
り
設
置
箇
所
を
選
定
し
、
９
月
４
、５
日
に
、
周
囲
50
ｍ
の

防
鹿
柵
を
有
識
者
や
自
然
公
園
保
護
管
理
員
な
ど
の
方
々
と
共
同

し
て
２
箇
所
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
30

日
に
は
、
三
陸
北

部
森
林
管
理
署
管

内
の
門
馬
握
沢
登

山
道
沿
い
に
周
囲

70
ｍ
と
周
囲
30
ｍ

の
防
鹿
柵
を
自
然

公
園
保
護
管
理
員

な
ど
の
方
々
と
共

同
し
て
そ
れ
ぞ
れ

１
箇
所
設
置
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
合
わ

せ
て
４
箇
所
、
延
長
合
計
約
２
０
０
ｍ
の
防
鹿
柵
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
防
鹿
柵
の

効
果
を
検
証
す
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
維
持

管
理
体
制
の
検
討
な
ど

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
※
）
現
在
、
河
原
の

坊
登
山
道
は
、
平
成
28

年
に
発
生
し
た
崩
落
の

た
め
、
通
行
禁
止
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
高
山
植
物
の
宝
庫
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
早
池

峰
山
は
超
塩
基
性
の
蛇
紋
岩
質
地
帯
、
南
に
対
峙
す
る
薬
師
岳
は

花
崗
岩
な
ど
の
非
蛇
紋
岩
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
基
岩
の
相
違
に

よ
っ
て
植
物
相
の
対
照
が
顕
著
な
た
め
、
早
池
峰
山
周
辺
地
域
は

地
質
学
的
に
も
貴
重
な
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、

特
別
天
然
記
念
物
、
国
定
公
園
、
自
然
環
境
保
全
地
域
や
鳥
獣
保

護
区
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

早
池
峰
山
周
辺
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
高
山
植
物
の
盗
掘
や
移
入

植
物
の
繁
茂
な
ど
で
貴
重
な
植
生
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
巡
視
の

強
化
や
移
入
植
物
の
駆
除
な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
近
年

は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
密
度
の
増
加
、
生
息
域
の
拡
大
、
さ
ら
に

高
山
帯
の
植
物
へ
の
食
害
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
早
池
峰
山
周
辺
部
に
お
け
る

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

の
一
環
と
し
て
、

保
護
地
域
の
貴
重

な
高
山
植
物
等
を

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
食
害
か
ら
保
護

し
、
ま
た
、
被
害

を
受
け
た
植
生

の
回
復
に
資
す
る

た
め
、
試
験
的
に

防
鹿
柵
を
設
置
す

る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
７
月
27
日
に
は
、早
池
峰
山
河
原
の
坊
登
山
道
（
※
）

に
お
い
て
、
岩
手
県
自
然
保
護
課
、
有
識
者
及
び
現
地
の
国
有
林

野
を
管
轄
す
る
岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署
と
の
合
同
調
査

早池峰山遠景

河原の坊登山道での杭打ち作業

ハヤチネウスユキソウ

門馬握沢登山道でのネット張り作業
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は
じ
め
に

　

岩
手
大
林
区
署
（
営
林
局
の
前

身
組
織
）
遠
野
派
出
所
が
明
治
21

（
1
8
8
8
）
年
10
月
４
日
に
当
時
の

西
閉
伊
郡
横
田
村（
現
遠
野
市
中
心
部
）

に
開
庁
し
て
、
本
年
で
1
3
0
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
遠
野
小
林
区
署
、
遠

野
営
林
署
と
組
織
の
変
遷
を
経
て
、
今

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ

と
え
に
地
域
社
会
の
御
理
解
と
御
支
援

の
賜
物
で
す
。
今
後
1
4
0
周
年
に

向
け
て
引
き
続
き
地
域
社
会
と
の
絆
を

強
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ

う
し
た
当
支
署
の
地
域
連
携
の
取
組
の

一
端
を
御
紹
介
し
ま
す
。

１　

早
池
峰
山
の
保
全

　

早
池
峰
国
定
公
園
の
遠
野
市
及
び
花

巻
市
の
区
域
の
ほ
ぼ
全
域
が
当
支
署
の

管
轄
す
る
国
有
林
で
あ
る
た
め
、
岩
手

県
、
遠
野
市
、
花
巻
市
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
巡
視
や
外
来
植
物
の
駆
除

等
の
保
全
活
動
を
実
施
し
、
特
に
6
〜

10
月
の
間
は
登
山
マ
ナ
ー
啓
発
等
の
た

め
グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

（
G
S
S
）
４
名
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

今
年
9
月
に
は
シ
カ
に
よ
る
高
山
植
物

の
食
害
を
防
止
す
る
ネ
ッ
ト
の
設
置
も

行
い
ま
し
た
。

２　

里
山
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
8

　

遠
野
市
、
岩
手
県
、
森
林
組
合
等
と

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
毎
年
６
月
に

遠
野
市
緑
化
祭
・
里
山
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
多
数
の
市
民

や
緑
の
少
年
団
等
の
参
加
を
得
て
、
椛

川
目
市
有
林
に
カ
ラ
マ
ツ
苗
木
の
植
栽

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
遠
野
小
学
校

に
緑
の
少
年
団
が
結
団
さ
れ
、
市
内
11

校
全
て
の
小
学
校
に
緑
の
少
年
団
が
組

織
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３　

遊
々
の
森

　

東
恩
徳
国
有
林
の
採
草
放
牧
地
跡
に

つ
い
て
、
遠
野
市
及
び
N
P
O
法
人

遠
野
エ
コ
ネ
ッ
ト
と
「
琴
畑
水
源
遊
々

の
森
」
の
協
定
を
締
結
し
て
、
土
淵
小

学
校
の
児
童
に
よ
る
ミ
ズ
ナ
ラ
の
植
樹

活
動
等
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

４　

森
林
教
室
等

　

児
童
館
の
依
頼
を
受
け
て
児
童
向
け

の
森
林
教
室
・
森
林
の
観
察
会
な
ど
を

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年
７
月
に

は
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
と
田
瀬
湖
湖

水
ま
つ
り
の
一
環
行
事
と
し
て
田
瀬
ダ

ム
・
森
林
探
検
隊
を
田
瀬
ダ
ム
管
理
支

所
等
と
開
催
し
、
田
瀬
湖
周
辺
の
森
林

の
観
察
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

遠
野
市
産
業
ま
つ
り
で
は
、
リ
ー
ス
づ

く
り
や
ク
ッ
ブ
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

５　

森
林
環
境
の
保
全
等

　

当
支
署
管
内
の
森
林
に
お
い
て
も
不

心
得
な
者
に
よ
る
ご
み
の
不
法
投
棄
が

後
を
絶
た
な
い
た
め
、
毎
年
４
月
に

は
、
関
係
機
関
と
と
も
に
田
瀬
湖
一
斉

清
掃
を
開
催
し
、
ま
た
、
７
月
に
は
不

法
投
棄
物
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

主
催
し
て
、
森
林
内
の
清
掃
活
動
や
啓

発
看
板
の
設
置
活
動
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。　

　

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
の
有
害
鳥
獣
対

策
と
し
て
、
本
年
10
月
に
は
遠
野
市
及

び
遠
野
猟
友
会
と
の
三
者
で
「
ニ
ホ
ン

ジ
カ
等
被
害
対
策
協
定
」
を
締
結
し
囲

い
罠
の
貸
与
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
い
ご
に

　

国
有
林
遠
野
開
庁
1
3
0
周
年
記

念
講
演
会
「
遠
野
に
お
け
る
森
林
の
変

遷
」
を
遠
野
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共

同
で
12
月
18
日
（
火
）
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。
遠
野
物
語
に
描
か
れ
た
世
界

か
ら
現
代
に
至
る
遠
野
の
森
林
の
歴
史

を
講
師
の
解
説
に
よ
り
振
り
返
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
参
加
と
協
力
を
得
な

が
ら
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

に
励
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
地
域
と
と
も
に
１
３
０
年
〜

地
域
の
一
員
と
し
て
の
森
林
づ
く
り

岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署早池峰国定公園　薬師岳

遊々の森・植樹活動遠野市産業まつり・リースづくり

猟友会への小型囲い罠の貸与
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１　はじめに
　東北育種場は昭和 33 年に設置されて以来、成長、材質、
各種抵抗性等において優れたスギやカラマツ等の品種を開
発し、その原種の増殖・配布等を行ってきました。また、
生物多様性の確保と新品種開発に必要な林木遺伝資源の収
集・保存にも取り組んできました。
　一方、造林事業の現場では、「良い苗が欲しい」、「もっ
とカラマツを植えたい」、「コンテナ苗を作りたい」と言っ
た声をよく耳にします。また、松くい虫被害が拡大する中、
東日本大震災で失われた海岸防災林のマツ林の再生には、
マツノザイセンチュウ抵抗性品種の開発・普及が急務です。
山づくりの基礎は、地域の実情に即した良い苗の供給にあ
ると強く感じています。
　さらに、国においては未来投資会議で 10 年後、林業の
付加価値生産額を 5,000 億円とする目標が掲げられまし
た。このため、成長の早い、優れた形質を持った林木の品
種改良や増殖の重要性がこれまで以上に高まっています。
従来の試験研究の成果がより早く求められてきます。
　このような森林・林業を巡る情勢を念頭に置きながら、
現場の様々な課題を踏まえた林木育種の取組を東北森林管
理局や各県等とも連携しながら進めていく所存です。どう
ぞよろしくお願いいたします。
　現在、重点的に取り組んでいることは以下のとおりです。

２　スギ・カラマツのエリートツリー・特定母樹の開発推進
  特定母樹とは、「森林の間伐等の実施の促進に関する特
別措置法」に基づき、農林水産大臣の指定を受けた、特に
成長に係る特性が優れ、優良な種苗を生産するための種穂
の採取に適した造林用樹木のことです。
  選抜した第２世代の候補木から、スギとカラマツのエ
リートツリーの開発及び特定母樹の確定を進めます。スギ
の特定母樹については、エリートツリー及び雪害抵抗性品
種の中から選抜し、農林水産大臣の指定を受けます。平成
30 年９月末現在、スギ 58 系統、カラマツ９系統を開発
しました。
  また、特定母樹等に適したコンテナ苗育成方法を確立す
るため、各家系の育苗特性の把握に取り組みます。

３　マツノザイセンチュウ抵抗性品種の開発と普及
　候補木にマツノザイセンチュウを接種し、生き残った苗
木から、マツノザイセンチュウ抵抗性品種を選抜・開発し
ます。これまで、アカマツ 62 品種、クロマツ 47 品種を
開発しました。開発品種は、松くい虫被害を受けた東北地
方のマツ林や、東日本大震災で被災した海岸防災林等を再
生するため、普及を図ります。
　また、抵抗性クロマツ苗木の大量生産を図るため、植物
ホルモン処理や簡易な人工交配による充実種子の大量生産
技術、さし木やバイオテクノロジー技術を活用したクロー
ン苗木生産技術等を開発しており、これらの研究開発した
成果の普及を図っていきます。
　さらに、「東北育種基本区アカマツ品種選択ツール」を

開発し、東北育種場のホームページに公表 (https://
www.ffpri.affrc.go.jp/touiku/research/index.html) し
ています。これを広く活用していただき、抵抗性アカマツ
等の利用促進を図ります。

４　カラマツ種子・苗木の安定的な供給技術の開発
　カラマツの合板や集成材への需要が高まっており、造林
面積が増加しています。しかし、カラマツは種子の豊凶が
激しく、種子・苗木の安定的な生産を図ることが課題となっ
ています。
　このため、スコアリング等による着花促進技術、植物の
成長を促進する物質を活用した苗木の成長促進技術や穂木
の増産技術の開発を進めます。

５　林木遺伝資源の収集・保存
　林木遺伝資源の収集は、品種開発と並んで林木育種事業
の重要な柱です。新需要が期待できる有用樹種について、
優良系統の選抜が可能となる母集団の作成に取り組んでい
きます。このため、東北育種場ではウダイカンバ、イタヤ
カエデ等について、重点的に林木遺伝資源の収集・保存を
行います。
　また、松くい虫被害の拡大により、消失の危機に瀕して
いるマツ類の林木遺伝資源の保存にも取り組みます。

６　林木遺伝子銀行110番の推進
　林木遺伝資源の収集・保存の一環として行っている「林
木遺伝子銀行 110 番」は、平成 15 年から始まり、天然
記念物や名木、御神木等の貴重な樹木を後世に残すため、
所有者の要請に応じて、「さし木」や「つぎ木」で増殖し、
親と全く同じ遺伝子を持った後継樹 ( クローン ) をお返し
する事業です。これまで依頼は 49 件あり、そのうち 34
件が里帰りしました ( 平成 30 年７月現在 )。
　今後も地域の要請に応えて、積極的に取り組んでいきま
すので、皆様からの御要望、情報提供をお待ちしています。
    
　最後に、東日本大震災で被災した陸前高田市の「奇跡の
一本松」の後継樹の現況をお知らせします。故やなせたか
し先生が命名した「ノビル」、「タエル」、「イノチ」、「ツナ
グ」のツギキ ( 接ぎ木 ) ４兄弟は順調に生育し、樹高は約
２ｍになるまで成長しました。もうしばらくは、東北育種
場で故郷へ里帰りできる日まで、大切に育てていきます。

東北育種場の平成３０年度の取組

森林総合研究所 林木育種センター 東北育種場長　田中　直哉

東北育種場から望む岩手山
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「
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
」
の
竹
川
智

世
さ
ん
が
、
一
日
森
林
管
理
局
長
と
し
て
白

神
山
地
世
界
自
然
遺
産
登
録
25
周
年
記
念
事

業
に
参
加
す
る
た
め
、
藤
里
森
林
生
態
系
保

全
セ
ン
タ
ー
に
来
所
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
秋
田
県
が
中
心
と
な
っ
て
関
係
市
町

村
や
関
係
機
関
が
森
林
環
境
教
育
を
進
め
世

界
遺
産
の
価
値
を
再
発
見
し
観
光
振
興
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

す
る
事
業
で
、
東
北
森
林
管
理
局
も
協
力
し

て
い
ま
す
。

　

み
ど
り
の
女
神
は
10
月
12
日
（
金
）
に
、

明
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
備
え
白
神
山
地
世
界
遺

産
地
域
と
同
じ
体
験
が
出
来
る
人
気
の
高
い

ス
ポ
ッ
ト
、
岳
岱
自
然
観
察
教
育
林
で
秋
の

色
づ
き
始
め
た
ブ
ナ
林
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

し
、
ブ
ナ
の
種
を
味
わ
う
体
験
や
、
台
風
な

ど
に
よ
り
老
木
が
倒
れ
る
こ
と
で
森
林
の
世

代
交
代
が
進
む
様
子
な
ど
白
神
山
地
の
変
化

に
富
ん
だ
豊
か
な
自
然
を
体
験
し
ま
し
た

【
写
真
：
①
】。
そ
の
後
、
米
代
フ
ォ
レ
ス
ト

ラ
イ
ン
沿
い
に
あ
る
町
有
林
で
の
ブ
ナ
の
記

念
植
樹
を
行
い
【
写
真
：
②
】、
白
神
山
地

の
豊
か
な
恵
み
を
享
受
す
る
企
業
で
あ
る
白

神
の
水
を
販
売
す
る
「
藤
里
開
発
公
社　

白

神
山
水
工
場
」
や
高
級
化
粧
品
を
製
造
・
販

売
す
る
「
株
式
会
社
ア
ル
ビ
オ
ン
」
を
見
学

し
、
白
神
山
地
の
魅
力
や
広
大
な
自
然
か
ら

の
恩
恵
を
学
び
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
（
土
）
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
小

島
局
長
よ
り
一
日
森
林
管
理
局
長
の
任
命
を

受
け
【
写
真
：
③
】、
藤
里
町
が
主
催
す
る

樺
岱
新
ト
レ
イ
ル
で
白
神
山
地
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
藤
里
館
の
自
然
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ

る
菅
沼
氏
と
共
に
、
一
般
参
加
者
20
名
を
藤

里
駒
ヶ
岳
に
新
し
く
出
来
た
登
山
道
を
案
内

し
ま
し
た
【
写
真
：
④
】。

　

午
後
か
ら
は
、
藤
里
町
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、「
４
つ
の
世

界
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に

参
加
し
、「
世
界
自
然
遺
産
の
ま
ち
か
ら
の

レ
ポ
ー
ト　

幸
せ
の
ま
ち
づ
く
り
の
お
話

し
」
と
題
し
、
若
い
女
性
の
目
線
で
白
神
山

地
の
魅
力
や
新
た
な
情
報
発
信
の
仕
方
な
ど

に
つ
い
て
提
案
し
白
神
の
未
来
の
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
【
写
真
：
⑤
】。

　

ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
所
在
市
町

村
長
等
が
参
加
し
、
各
世
界
自
然
遺
産
地
域

の
魅
力
や
課
題
等
を
話
し
合
い
、
み
ど
り
の

女
神
が
司
会
を
務
め
花
を
添
え
ま
し
た
【
写

真
：
⑥
】。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
白
神
山

地
世
界
自
然
遺
産
の
価
値
と
魅
力
を
再
認
識

The Letter From Each Place

① 400 年ブナの前で②ブナの記念植樹

③一日森林管理局長任命式

④樺岱新トレイル

各
地
か
ら
の

     

た
よ
り

白
神
山
地
世
界
自
然
遺
産
登
録
25
周
年

記
念
事
業

「
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
」
竹
川
智
世

さ
ん
が
一
日
森
林
管
理
局
長
と
し
て
活
躍

藤
里
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
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し
、
こ
れ
か
ら
の
白
神
山
地
を
地
域
と
共
に

考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

９
月
25
日
（
金
）
に
、
八
幡
平
市
矢
神
獄

国
有
林
53
林
班
に
お
い
て
、
盛
岡
労
働
基
準

監
督
署
と
の
連
携
に
よ
る
立
木
販
売
の
安
全

指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

立
木
販
売
は
、
森
林
管
理
署
と
売
買
契
約

を
し
た
買
受
人
が
自
ら
の
責
任
に
よ
り
安
全

管
理
を
行
い
、
伐
倒
作
業
等
を
行
う
も
の
で

あ
り
、「
国
有
林
野
事
業
林
産
物
売
買
契
約

約
款
」
に
お
い
て
、「
乙
（
買
受
人
）
は
、

物
件
の
伐
採
、
搬
出
そ
の
他
の
作
業
の
実
行

に
当
た
っ
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る

諸
法
令
及
び
諸
通
達
に
示
す
指
導
事
項
を
遵

守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
に
お
い
て
は
、
立
木
販
売

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
労
働
災
害

も
多
発
傾
向
に
あ
り
ま
す
。当
署
と
し
て
も
、

売
渡
人
の
立
場
で
現
場
巡
視
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
請
負
事
業
と
は
異
な
り
、
当
署
が
安

全
を
含
む
作
業
の
詳
細
に
つ
い
て
指
示
等
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
盛
岡
労
働
基

準
監
督
署
と
連
携
し
て
、
立
木
販
売
に
お
け

る
伐
木
造
材
作
業
等
に
係
る
労
働
災
害
防
止

の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
安
全
指
導
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
該
箇
所
は
、
岩
手
県
森
林
整
備
協
同
組

合
が
買
受
し
、
組
合
員
で
あ
る
（
株
）
泉
山

林
業
が
実
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
日

は
、
盛
岡
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
、
藤
元
安

全
衛
生
課
長
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
岩
手

県
森
林
整
備
協
同
組
合
か
ら
は
、
他
の
組
合

員
を
含
め
９
名
、
当
署
か
ら
は
、
署
長
と
次

長
、
ま
た
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
兼
ね
て
、
若
手
職
員

５
名
の
総
勢
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
実
行
者
で
あ
る
（
株
）
泉
山

林
業
か
ら
、
作
業
実
行
体
制
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
伐
倒
か
ら

グ
ラ
ッ
プ
ル
に
よ
る
集
材
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
に

よ
る
造
材
の
一
連
作
業
に
つ
い
て
、
藤
元
安

全
衛
生
課
長
に
安
全
点
検
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

安
全
点
検
の
結
果
は
、
①
チ
ェ
ン
ソ
ー
伐

倒
に
つ
い
て
は
、
笛
に
よ
る
合
図
や
指
差
し

呼
称
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
伐
根
の

チ
ェ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、
受
け
口
の
斜
め
切

り
が
下
切
り
に
対
し
、
角
度
30
〜
45°
の
範
囲

と
な
っ
て
い
た
と
と
も
に
、
つ
る
も
よ
く
機

能
し
て
い
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、チ
ェ
ン
ソ
ー
を
運
ぶ
際
、ガ
イ
ド
バ
ー

カ
バ
ー
を
付
け
て
い
な
か
っ
た
と
の
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
②
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ

る
造
材
等
の
木
材
伐
出
機
械
等
作
業
に
つ
い

て
は
、
立
入
禁
止
区
域
に
つ
い
て
、
安
全
指

導
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
原
木
を
掴
ん
だ
状

態
の
旋
回
範
囲
内
で
見
て
い
た
と
い
う
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。　

　

引
き
続
い
て
、藤
元
安
全
衛
生
課
長
か
ら
、

配
付
資
料
に
基
づ
き
、
安
全
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
強
調
さ
れ
た
の
は
、
岩
手

県
で
「
林
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
」
が

発
令
さ
れ
て
い
る
中
で
、
①
ま
ず
は
林
業
は

危
険
な
作
業
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
て
ほ

し
い
、
②
災
害
が
無
く
な
ら
な
い
の
は
、
安

全
教
育
の
効
果
が
十
分
で
な
い
た
め
で
あ

り
、
工
夫
が
必
要
、
③
守
る
べ
き
こ
と
は
必

ず
守
る
と
い
う
中
で
、
安
全
に
作
業
を
進
め

る
た
め
に
は
段
取
り
が
重
要
と
い
う
こ
と
で

The Letter From Each Place

盛
岡
労
働
基
準
監
督
署
と
の
連
携
に
よ

る
立
木
販
売
の
安
全
指
導
を
実
施

岩
手
北
部
森
林
管
理
署

盛岡労働基準監督署による安全指導

伐根のチェック

⑤白神山地の魅力を語る⑥司会を努める
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昭和58.４　秋田局監査課
平成21.8　東北局職員厚生課課長補佐
平成24.４　岩手南部署次長
平成27.4　東北局企画調整課監査官

佐藤　輝寛
（秋田県）

さとう てるひろ

湯沢支署長

新任者
略歴紹介

11月1日付け

INFORMATION

し
た
。
ま
た
、緊
急
連
絡
体
制
に
つ
い
て
は
、

い
ざ
と
い
う
時
の
対
応
を
容
易
に
す
る
た
め

に
は
、
怪
我
等
を
想
定
し
て
訓
練
を
し
て
お

く
こ
と
が
大
事
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
当
署
と
し
て
は
初
め
て
の

も
の
で
あ
り
、
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、盛
岡
労
働
基
準
監
督
署
に
加
え
、

当
署
に
は
二
戸
市
及
び
一
戸
町
に
も
国
有
林

が
あ
り
、
同
市
町
を
管
轄
し
て
い
る
二
戸
労

働
基
準
監
督
署
と
も
連
携
し
て
こ
の
取
組
を

実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

由
利
森
林
管
理
署
管
内
に
お
い
て
、
８
月

２
日
に
採
材
検
討
会
、
８
月
７
日
に
低
コ
ス

ト
造
林
現
地
検
討
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま

し
た
。

　

採
材
検
討
会
は
、
平
成
30
年
度
の
素
材
生

産
事
業
請
負
受
注
者
を
対
象
と
し
て
、
高
齢

級
間
伐
箇
所
に
お
け
る
一
般
材
比
率
の
向
上

や
有
利
採
材
の
た
め
の
技
術
向
上
を
目
的
と

し
て
実
施
し
、
開
会
に
あ
た
り
仙
北
谷
彰
署

長
か
ら
「
木
材
の
安
定
供
給
や
木
材
需
要
の

拡
大
に
向
け
た
取
組
、
高
齢
級
間
伐
箇
所
に

お
け
る
採
材
技
術
向
上
の
重
要
性
」
等
に
つ

い
て
挨
拶
を
行
い
、
採
材
の
検
討
に
移
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
川
中
、
川
下
側
か
ら
も
参
加

い
た
だ
き
全
幹
材
を
用
い
た
採
材
の
検
討

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
程
度
の
曲
が
り

な
ら
一
般
材
の
４
ｍ
を
採
材
し
て
大
丈
夫

か
？
」
と
か
、「
こ
の
場
所
に
あ
る
こ
の
く

ら
い
の
目
ま
わ
り
な
ら
、
う
ち
で
は
一
般
材

で
も
引
き
受
け
可
能
だ
」「
こ
こ
で
切
っ
た

ら
単
価
○
○
円
だ
が
、
こ
こ
ま
で
延
ば
し
た

ら
も
っ
と
単
価
が
上
が
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ

た
質
問
や
意
見
等
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
局
資
源
活
用
課
長
よ
り
、「
こ
の

よ
う
な
検
討
会
の
場
を
活
用
し
、
森
林
管
理

署
職
員
を
始
め
請
負
事
業
体
、
買
受
け
者
が

で
き
る
だ
け
同
じ
感
覚
で
材
を
評
価
で
き
る

よ
う
目
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
講

評
を
い
た
だ
き
採
材
検
討
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

子
吉
川
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
共

催
を
受
け
て
開
催
し
た
低
コ
ス
ト
造
林
現
地

検
討
会
で
は
、
前
半
の
室
内
研
修
で
局
森
林

整
備
課
か
ら
「
低
コ
ス
ト
造
林
に
向
け
た
取

組
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、
技
術
普
及
課
か
ら

は
「
低
密
度
植
栽
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
27
年
度
に
低
密
度
植
栽
試

験
地
に
設
定
し
、
平
成
28
年
度
及
び
平
成
30

年
度
に
下
刈
省
略
を
実
施
し
た
現
場
へ
移
動

し
て
、
総
括
森
林
整
備
官
よ
り
現
地
の
事
業

概
要
説
明
を
行
っ
て
か
ら
意
見
交
換
に
移
り

ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
に
行
っ
た
下
刈
作
業
の
受
注

者
か
ら
は
「
前
年
度
に
下
刈
を
省
略
し
て
い

た
た
め
灌
木
や
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
た
こ

と
に
加
え
、
低
密
度
植
栽
箇
所
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
植
栽
木
の
発
見
に
や
や
苦
労
し
た
」

と
作
業
時
の
体
験
談
が
あ
っ
た
ほ
か
、
参
加

者
か
ら
は
「
低
密
度
植
栽
や
下
刈
省
略
な
ど

を
行
っ
て
い
る
試
験
地
は
貴
重
な
存
在
。
10

年
後
、
15
年
後
に
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
見
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
検
討
会
の
中
で
署
長
か
ら
「
主
伐

後
の
再
造
林
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
植
栽
と

保
育
に
掛
か
る
コ
ス
ト
削
減
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
林
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
に
向

け
て
、
低
コ
ス
ト
造
林
へ
の
取
組
を
積
極
的

に
進
め
て
参
り
た
い
」と
い
っ
た
話
の
ほ
か
、

最
後
に
は
「
今
後
も
こ
の
よ
う
な
検
討
会
な

ど
様
々
な
場
で
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
低
コ
ス
ト
造
林
に
取
り
組
み
、
地

域
の
林
業
、
木
材
産
業
に
貢
献
し
て
参
り
た

い
」
と
ま
と
め
が
あ
り
、
低
コ
ス
ト
造
林
現

地
検
討
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

The Letter From Each Place

採
材
検
討
会
・
低
コ
ス
ト
造
林
現
地

検
討
会

由
利
森
林
管
理
署

採材検討の様子

低コスト造林実施箇所で意見交換
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　山の木々はすっかり葉を落とし、いよいよ冬将

軍が到来しそうな11月。日に日に寒さが増すにつ

れて、収穫後の田畑の脇に立つ電柱に、丸っこい大

きな鳥が止まっている姿が良く見られるようにな

ります①。山地帯で暮らしていたノスリ達が、越冬

のために農耕地帯に下りてくるのです②。

　①のノスリは何だかうつむき加減ですが、これ

は世知辛い猛禽の世界に嫌気が差して落ち込んで

いる、のではありません。ノスリの主食はネズミや

モグラ類で、電柱のてっぺんから眼光鋭く獲物を

探しているのです。見つけ次第急降下して獲物を

鷲づかみにする③･･･一説によると獲物を狙って

地面すれすれを飛ぶので “野擦り”、というのが名

前の由来のようです。

　ノスリは農耕地や草地で狩りをする事が多いた

め、トビに次いで人目に付きやすい猛禽類です。小

動物しか捕食しないため鷹狩には使えず、『馬糞

鷹』など不名誉な別名もありますが、ネズミを退治

してくれるため農家にとってはありがたい存在で

す。夏場は意外と高標高地でも見られ、私は早池峰

山の山頂上空で旋回する2羽のペアを目撃したこ

とがあります。こんな山奥で飛ばれるとイヌワシ

やクマタカと勘違いされる方もいて、同定には注

意が必要です。

　ノスリの背面は茶褐色ですが腹面は白っぽく、

腹に帯状のシミのような模様が目立ちます④⑤。

カラスと同じくらいの大きさで、“ポッチャリ体型

+扇型の尾羽” が特徴です。良くいるトビは、カラ

スより一回り大きくて尾羽が三角形なので識別は

容易です⑥。この冬は希少猛禽類の識別への第一

歩として、まずはノスリを覚えてみてはいかがで

しょうか。

②トラクターからカメラ目線①電柱に止まる ③農地で狩り

⑤飛翔型（腹面）④飛翔型（背面） ⑥トビ・カラスとの比較

ノスリ
～山から里へ、季節移動する猛禽類～mini 

corumn
藤里森林生態系保全センター　専門官　有本　実
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秋田森林管理署　 吉田森林事務所　首席森林官　大川　輝美
　

今
年
の
４
月
か
ら
赴
任
し
た
吉
田
森
林
事
務

所
は
秋
田
県
の
ほ
ぼ
中
心
部
の
田
沢
湖
の
西
側

の
区
域
を
管
轄
し
て
お
り
、
そ
の
面
積
は
約

１
１
，
6
0
0
ha
に
も
お
よ
び
ま
す
。
管
轄
区

域
の
中
央
部
を
国
道
１
０
５
号
線
、
秋
田
内
陸

線
、
桧
木
内
川
が
流
れ
北
秋
田
市
に
接
す
る
北

側
の
郡
界
に
か
け
周
囲
を
山
間
に
囲
ま
れ
た
楕

円
状
に
管
轄
す
る
区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

徴
的
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
や
地
形
か

ら
豪
雪
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
雪
解
け
水

が
流
れ
る
桧
木
内
川
の
水
も
大
変
き
れ
い
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

仙
北
市
西
木
町
地
区
に
は
、
全
国
的
に
も
有

名
な
上
桧
木
内
の
紙
風
船
上
げ
が
あ
り
ま
す
。

例
年
２
月
の
上
旬
に
行
わ
れ
て
い
る
行
事
で
、

業
務
和
紙
を
貼
り
合
わ
せ
、
長
さ
３
メ
ー
ト
ル

か
ら
８
メ
ー
ト
ル
（
大
き
い
も
の
で
は
12
メ
ー

ト
ル
）
の
円
筒
形
を
作
り
、
下
部
の
口
に
は
、

直
径
１
メ
ー
ト
ル
か
ら
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
竹

製
の
輪
を
取
り
付
け
ま
す
。
こ
の
輪
に
紙
風
船

の
揚
力
源
と
な
る
タ
ン
ポ
（
石
油
を
染
み
込
ま

せ
た
布
玉
）
を
固
定
し
て
、
そ
れ
に
火
を
つ
け

て
気
球
の
原
理
で
空
に
飛
ば
す
も
の
で
す
。
５

月
に
国
道
を
走
行
し
て
い
た
ら
、
紙
風
船
が
１

個
だ
け
飛
ん
で
い
た
の
で
不
思
議
に
思
い
見
て

み
る
と
、
ど
う
や
ら
取
材
の
た
め
上
げ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
私
も
是
非
見
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
行
事
の
一
つ
で
あ
り
、
紙
風
船
上
げ
に

は
壮
大
な
夜
景
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

管
内
で
行
わ
れ
る
行
事
の
も
う
一
つ
は
例
年

９
月
に
行
わ
れ
る
１
０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
が
あ

り
ま
す
。
１
０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
は
仙
北
市
角

館
か
ら
北
秋
田
市
鷹
巣
ま
で
の
区
間
を
走
る
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
文
字
通
り
１
０
０
キ
ロ
を
走
ら

な
け
れ
ば
ば
な
ら
な
い
過
酷
な
レ
ー
ス
で
す
。

も
っ
と
も
難
関
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
郡
界
の

大
覚
野
峠
が
あ
り
ま
す
。
高
低
差
３
０
０
ｍ
を

駆
け
上
が
る
こ
と
と
な
り
、
周
囲
は
緑
の
回
廊

に
も
指
定
さ
れ
て
い
て
林
道
を
入
る
と
天
然
林

が
成
林
す
る
山
林
地
帯
で
も
あ
り
ま
す
。
選
手

達
は
、
一
般
の
マ
ラ
ソ
ン
の
倍
以
上
の
距
離
を

走
る
上
に
想
像
以
上
の
高
低
差
を
駆
け
抜
け
て

ゴ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
は
本
当
に
す
ご
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
過
酷
な
レ
ー
ス
な
の

で
、
今
年
の
完
走
率
は
１
０
０
キ
ロ
の
部
で

50
％
く
ら
い
だ
そ
う
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
経
験
の

な
い
私
な
ら
、
途
中
で
内
陸
線
に
乗
っ
て
、
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
、
周
囲
の
風
景
、
秘
境
を
満
喫
し

な
が
ら
帰
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。　
　
　

　

今
年
は
、
丁
度
計
画
樹
立
に
向
け
た
予
備
編

成
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
地
を
確
認
す
る

前
に
衛
星
画
像
で
リ
ス
ト
の
箇
所
の
確
認
を
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
八
幡
平
太
平
山
緑
の
回
廊
内

の
１
０
６
０
林
班
に
結
構
大
き
な
池
が
確
認
で

き
ま
し
た
。図
面
で
調
べ
て
み
る
と
垂
天
池（
た

て
ち
）
と
い
う
池
ら
し
く
山
崩
れ
の
た
め
に
で

き
た
堰
止
湖
の
よ
う
で
す
。
立
様
（
た
つ
さ
ま

9
9
1
．
8
ｍ
）の
北
東
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

回
廊
の
区
域
内
で
す
が
、
造
林
地
も
周
囲
に
比

較
的
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
地
確
認

の
た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ａ
を
持
参
し
て
伐
採
の
可
否
や

間
伐
の
必
要
性
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
歩
い
て

行
く
と
突
如
ス
ギ
林
か
ら
ブ
ナ
林
へ
と
林
相
が

変
わ
り
垂
天
池
が
現
れ
ま
し
た
。
水
質
は
対
岸

の
緑
が
水
面
に
映
り
込
む
ほ
ど
き
れ
い
な
も
の

で
、
歩
道
も
周
回
で
き
る
よ
う
整
備
さ
れ
て
お

り
、
季
節
が
ら
ブ
ナ
殻
や
ト
チ
の
実
を
踏
み
し

め
て
30
分
程
度
で
廻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調

べ
て
み
る
と
垂
天
池
に
は
祟
り
の
伝
説
が
あ
る

よ
う
な
の
で
、
一
人
で
は
行
か
な
い
方
が
良
い

み
た
い
で
す
・
・
・
・
。
現
場
業
務
も
最
後
の

追
い
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
新
た
な
発

見
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

桧木内川

垂天池沼

9 みどりの東北 Vol.176

吉田森林事務所の管内の紹介について
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東北森林管理局では、日本の
森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。

　
秋
田
駒
ヶ
岳
山
塊
と
岩
手
山
・
八
幡
平
連
山
か
ら
湧
き
出
る
清
流
が
造
り
出
し
た
、

岩
手
県
雫
石
町
の
葛
根
田
（
か
っ
こ
ん
だ
）
渓
谷
。
約
10
㎞
に
渡
る
渓
谷
の
左
岸
に
、

高
さ
約
70
ｍ
、
幅
約
１
６
０ｍ
の
堂
々
た
る
柱
状
節
理
が
目
を
引
く
玄
武
洞
が
あ
り
ま
す
。

　
玄
武
洞
は
網
張
の
火
山
噴
火
に
よ
っ
て
流
れ
た
溶
岩
が
冷
え
て
固
ま
る
際
に
形
成
さ

れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
平
成
10
年
に
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
崩
落
し
て
し
ま
い
、
今
で

は
そ
の
完
全
な
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
柱
状
節
理
の
特
徴
は
は
っ
き
り

と
残
っ
て
お
り
、
自
然
が
造
り
出
し
た
造
形
美
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
葛
根
田
川
沿
い
の
道
を
さ
ら
に
上
流
方
向
へ
行
く
と
、
鳥
越
の
滝
が
あ
り
ま
す
。
付

近
に
あ
る
滝
の
上
温
泉
の
蒸
気
、
滝
壺
の
深
い
ブ
ル
ー
と
落
差
30
m
に
も
な
る
滝
か
ら

響
き
渡
る
轟
音
が
圧
巻
の
演
出
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
春
先
に
は
雪
解
け
水
に
よ
る

水
量
の
増
加
で
、
更
な
る
迫
力
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
流
域
に
約
８
，０
０
０
ha
も
の
ブ
ナ
原
生
林
が
広
が
る
葛
根
田
渓
谷
は
、
春
に
は
み
ず

み
ず
し
く
輝
く
新
緑
、
秋
に
な
る
と
鮮
や
か
な
紅
葉
に
彩
ら
れ
ま
す
（
そ
の
多
く
が
国

有
林
で
す
！
）。
晴
れ
た
日
に
は
葛
根
田
川
の
澄
み
渡
っ
た
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
引

き
立
ち
、
青
空
と
新
緑
・
紅
葉
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
更
に
魅
力
的
な
も
の
に
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
玄
武
洞
・
鳥
越
の
滝
と
美
し
い
木
々
の
神
秘
的
な
光
景
を
見
に
い
ら
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

我
が
署
の
名
所　盛

岡
森
林
管
理
署
管
内

　

　
　
　
　
　
　岩
手
県
雫
石
町
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柱状節理 葛根田川と紅葉

紅葉と玄武洞 鳥越の滝

玄
武
洞（
玄
武
の
大
岩
屋
）及
び
鳥
越
の
滝

the Noted Place of My Jurisdiction

東
北
自
動
車
道

→
至 

盛
岡
市
街

←
至 

秋
田
県

小岩井農場

盛岡IC
御所湖

雫石スキー場

コンビニ

秋田新幹線・
JR田沢湖線

雫石駅

烏帽子岳
（乳頭山）

千沼ヶ原

194

212

46

P

玄武洞

鳥越の滝 N

◎交通アクセス
盛岡ICから車で29分、雫石駅から車で24分
玄武洞・鳥越の滝付近（県道194号線沿い）に
は、千沼ヶ原（せんしょうがはら）・烏帽子岳（秋田
側から見た乳頭山）への登山口や、滝の上温泉
があります。


